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＜連絡事項＞

・虐待防止推進委員会から、法人内全職員対象に、虐待や不適切ケアに関しての意識調査を実施することになりました。正確なデータ収集の為、法人内全職員の提出のご協力をお願い致します。

　※意識調査実施に関する目的や投函場所等の詳細は、添付データを各自ご覧ください。

 　※意識調査票は、各投函場所に置きますので、各自そこから取り、記入後、投函箱に入れてください。

　【意識調査実施期間】

 　　令和３年１２月２１日～令和３年１２月３１日

　記入して投函後は把握の為、それぞれの所属長にお知らせください。
＜患者様連絡事項＞
・中川原　義雄様～フェルビナクスチック１本処方となっています。
・大山　広美様～退院12/26（日）10：00、初外来1/19（水）10：00で決定しています。臨時薬４日分と退院時処方を頂いています。
・尾嵜　マリ子様～便秘時）センノシド2錠　10回分処方となっています。
・若沢　理子様～臨時薬変更し１週間分処方。
　　　　　　　　セロクエル（200）3錠⇒（100）3錠
　　　　　　　　フルメジン糖衣錠（1）1錠　１×昼食後⇒止め
　　　　　　　　追加）アリピプラゾールＯＤ（6）1錠　１×朝食後

・高橋　義明様、三浦　綾子様、平野　稔様、久保　興介様、佐野　貢様～臨時薬同内容で処方となっています。
＜要注目患者様＞
・若沢　理子様～幻聴を訴えプログラムは欠席するが、頓服使用せず自制内。適度な他者交流は見られている。
・高橋　義明様～夜間1：30から覚醒し不眠で経過。書き物をして過ごす様子見られている。日中はプログラムは声掛けにて参加出来ており、唸り声は目立たず介入時の易怒性もみられない。
・井上　和美様～独語聞かれているが、対応時には穏やか。他者への不満や易怒性はみられない。
・久保　興介様～自身の考えが他者に伝わっていると訴える事はあるが、過度な干渉や宗教に関した話し掛けはみられず、言動は落ちついている。
＜馬渡Ｄｒ診察＞
・戸賀沢　潔様～最近の行動を振り返り、他者に嗜好品をねだるような迷惑行為は行わないよう指導受け、「わかりました」と返答。診察後に主治医からの説明内容を振り返っているが、「何も」と指導内容を覚えていない。
・森　ひで様～診察時に臥床しており、「寝てました。横になってた方が楽なんです」と話す。主治医からは、日中離床しているよう説明受ける。
＜馬渡Ｄｒ退院支援委員会＞
・戸賀沢　潔様～生活全般における理解力・能力の低下がみられており、多飲水傾向みられる。説明にも隠れ飲水や、他者に嗜好品をねだる行為を繰り返しており都度介入を要する状態。他者への迷惑行為が頻回な事から施設入所の検討も難しく、自宅への受け入れも不良。

・森　ひで様～キーパーソンの長男様は県外在住の為積極的な支援が困難。直接的な支援は市内にすむ娘様が行っている。現在特養3件申し込みを行っているが、空きがなく入所の目途は立っていない。他に有料老人ホームも検討して頂けるよう説明している。要介護５の状態ではあるが、ＡＤＬ低下防止のためにも離床するよう指示あり。本人へ説明しているが離床拒否している状態。

